
R6 年 4 月 1 日

＜活動内容＞ ＜活動の様子＞

活動場所・・・ DICE

実施日程・・・

実施した利用者の知識・能力向上に係る実施の概要

　毎日の日報作成

参加利用者数・・・15名

●利用者の知識・能力向上に係る実施のねらい

DICEでは日報が日中の支援の補足として役割を果たしている。

●利用者にとってのメリット

　自立に向けて自分自身で考える力をつけることができる。

＜成果＞

●課題点　毎日同じような日報になってしまう場合がある。 画像を使った説明プリントを日報にて配布した。

いつも細かいところまできれいにしていただき、いつも助かっています。

多様な特性を持った方が働ける社会を目指して私たちも頑張っています。

コミュニケーションの在り方は様々ですが、私たちとDICEで協力して

皆が意見を出し合える働きやすい場を作っていければと思います。

・日報で職員とやりとりするのはけっこう良いと思う。

・日報に体調の事、相談事を書けるのが良い。

・何を書いてよいか分からない時がある。

・文章だとわかりやすく感じる。

・その日にやった作業を思い返して書いている。振り返りができて良いと思う。

連携先企業（担当者） eternal story株式会社　酒井直樹

利用者からの意見・評価

2023/4/1～2024/3/31

　利用者自身で作業の目的を考えたり、作業の振り返りを日報

の記入によって行うことで、能力向上につなげる。支援員は日

報を通じて作業時以外でも知識をわかりやすく伝えることが出

来る。

●得られた結果：自身の作業について客観的に評価する機会を

持つことが出来、利用者の自信に繋げることが出来た。

●実施した結果：利用者は全員、作業前後に日報を記入出来

た。日報が利用者と支援者とのコミュニケーションツールの一

つとなった。

連携先の企業や事業所等の意見または評価

電話番号 026-214-1460 対象年度 令和５年度

利用者の知識・能力向上に係る実施概要

住　所 長野市西和田1-39-19 管理者名 中村久樹

就労継続支援Ａ型事業所における利用者の知識・能力向上に係る実施状況報告書

事業所名 就労継続支援A型事業所DICE 事業所番号 2010102123

様式２ 


